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オーラルセッション ― フルペーパー

アニメオタクと“ 聖地 ”との 
価値共創メカニズムの解明

― 「涼宮ハルヒ」「らき☆すた」「けいおん！」「ガールズ＆パンツァー」の地域おこし事例分析 ―

関西学院大学 経営戦略研究科 博士後期課程

湯川 寛学
要約

本論文は，アニメの舞台となった地域（＝聖地）において，その地域の住民とアニメを見て地域外から来た訪問者（＝ア
ニメオタク）との間で，どのようにして価値が共創されていったのかについて分析した。これまでの研究では，アニメオタクの
特徴や行動パターンが分析されている。また，地域おこしと関連したアニメ聖地研究では，一つの地域を分析した事例分析
が多く，地域を横断的に比較分析した研究はこれまでは存在していない。

本論文ではFitzPatrickらが2015年に発表したRelationality Frameworkを用いて，「涼宮ハルヒ」（聖地：兵庫県西宮市），
「らき☆すた」（聖地：埼玉県旧鷲宮町），「けいおん！」（聖地：滋賀県旧豊郷小学校），「ガールズ＆パンツァー」（聖地：
茨城県大洗町）の4つのケースを比較分析した。分析の結果，アニメオタクと“ 聖地 ”の人 と々の間での価値共創の成功パ
ターンが明らかになった。
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I.	 本論文の目的と先行研究の現状
2016年の流行語に「聖地巡礼」が選出された（http://

singo.jiyu.co.jp/detail.html#prize02, ユーキャン新語・
流行語大賞ページより）。1990 年台前半のOVA（オリジ
ナル・ビデオ・アニメーション）「究極超人あ〜る」，「天地
無用！魎皇鬼（りょうおうき）」，「美少女戦士セーラームー
ン」から“聖地巡礼”現象は見られていた（大石2011）が，

“聖地巡礼”現象は2016 年の映画「君の名は。」の大
ヒットにより一般的にも認知されるようになった。しかし，その

“聖地”でどのようなことが起きているかを深掘りした研究
はまだ少ない。特に多くの人が訪れるようになった“聖地”
でどのようなおもてなしや取り組みが行われ，そのことによっ
て“聖地”でどのような変化が起きたのか，また，“聖地”を
訪れるオタクと呼ばれるアニメファンがどのように“聖地”と
関わっているのかを深掘りし，地域横断的に比較した研究
は管見する限りまだない。

岡本（2009a）はアニメ聖地巡礼者の行動パターンを聖
地巡礼前，巡礼中，巡礼後の3つの段階に分けて明らか

にした。また，岡本（2009b）は，アニメ「らき☆すた」の
舞台となった鷲宮町（現：久喜市）では，様々な場面で地
域住民，アニメ聖地巡礼者の双方に「ホスピタリティ認知」
が生じていることが推測できるとした。山村（2008）は「ら
き☆すた」の舞台となった鷲宮地区の研究を中心に行い，
如何にして「聖地」が成立したのか，そして如何にして2
度のファン向けイベントの成功に至ったのか，その経緯を
整理し，①聖地化のプロセス，②地域社会の旅行者受け
入れプロセス，③地域外関連企業の役割，について考察
を試みている。

本論文では先行研究をさらに発展させ，4つのケースを
用いてアニメオタクと“聖地”が作り出す価値共創メカニ
ズムを分析し，それを明らかにする。次の第Ⅱ節では本論
文の分析方法を記述し，第Ⅲ節では4つのケースを簡潔
に紹介する。続く第Ⅳ節でそれぞれのケースから明らかに
なったことを図示している。そこから明らかとなったアニメ
オタクと“聖地”が作り出す価値共創メカニズムを第Ⅴ節
に図示している。
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II.	 分析方法
本論文では，M. FitzPatrick，R. J. Varey，C. 

Grönroos，J. Daveyが2015 年発表したRelationality 
Frameworkを用いてアニメ聖地における価値共創メカニ
ズムを分析する。図 1のように，FitzPatrickらは人（I）と
人（Other）との相互作用の中で，「We」が形成され，こ
れは相乗効果により「I」＋「Other」の合計以上のもの
になると指摘している。そして，「I」と「Other」の関係を
3つの相互作用の段階ごとに分けている。当フレームワー
クは基本的にはサービスプロバイダーと消費者との1 対 1
の関係を想定しているが，本論文ではアニメファン（集団）
と組織（サービスプロバイダー）の関係を，それぞれの局
面で集団と組織とをセグメンテーションしながら説明する。

図 1

まず，基本的な共同（basic co-ordination）の段階
では，相互作用は一方通行であるため，関係性（We）
は発生しない。次に，協同（co-operative）の段階では，

「I」と「Other」は部分的に互恵性があり，それは伝達
的（communicative）な相互作用で実現し，限定された
範囲でお互いの価値を創造する低い関係性であるとして
いる。最後に，対話的な相互作用の段階で，高い関係性
が実現する。これは協力的（collaborative），また互恵
的（reciprocal）な関係から価値が生み出されるとしてい
る。そして関係性が高くなるにつれて，縦軸で示されてい
る価値共創や影響力，相互依存が増えると述べている。

本論文ではケース4つを用いて分析を行なっている。そ
の選定基準としたのは，メディア記事の評価やインターネッ
ト上の声，また，著者自身で聖地を“巡礼”し，現地の人
の声を聞いた上での主観的判断を基に選定した。成功
例として判断したものをケースとして選定しているが，これ
はブームという一過性で終了せず，数年に渡って“聖地
巡礼”現象が起き，それがまちに浸透しているという基準
で選定している。「失敗例」と比較することで，よりはっきり
とメカニズムを明らかにできると考えるが，その地域を失敗
例として断定することは難しい。千葉県鴨川市を舞台とし
た「輪廻のラグランジェ」は，全話のタイトルに「鴨川」を
付けるなど制作側のあざとさが敬遠され，「失敗の典型例」
と言われるが，現場から見れば「成功例」であり，「地域
と一緒にうまく共存している」のだという。

この点は今後の検討事項とし，別稿で考察したい。

III.	各ケース紹介

1.	「涼宮ハルヒ」シリーズ
「涼宮ハルヒ」シリーズは，角川書店のライトノベル雑誌

「ザ・スニーカー」で2003 年 6月より連載が開始された。
当シリーズは涼宮ハルヒと語り手であるキョンを中心に，宇
宙人，未来人，超能力者が織り成す学園 SFものである。

原作内に駅や公園の詳しい描写があったことから，個人
ブログで聖地を特定する動きがアニメ放送前から見られ
た。2006 年 4月にアニメ放送が開始されたが，アニメ制作
側の仕掛けに視聴者は混乱した。放送順が原作どおりの
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順番ではなく，ストーリーがシャッフルされて放送された。こ
の展開がインターネット掲示板「2ちゃんねる」を中心に話
題になり，今後の展開やシーンの解釈など原作を知ってい
る者やアニメから入った者が入り混じって議論された。監
督の石原立也氏は，この仕掛けは「原作に忠実」と「原
作ファンに対するサプライズ」を両立させるためだと言う。
原作を知っている者もアニメから入った者も一緒に楽しめ
る“工夫”がなされた。また，アニメ放送された2006 年は，
動画投稿サイト黎明期であったことから，アニメ本編やパロ
ディ動画，エンディング曲のダンスを実際に「踊ってみた」
動画が大量に投稿された。アニメ本編には，外国語の字
幕や吹き替えが付けられ，「涼宮ハルヒ」は世界中に広まっ
た。エンディング曲のダンスは世界中の人々が踊った一大
ブームとなった。特にプロモーションをしていないアメリカで
DVDの売り上げが日本と同程度になった。この状態を版
権元の角川グループは権利の侵害と取るのか，宣伝と取る
のか悩んだ。検討した結果，悪意のない投稿は黙認すると
した。逆にYouTubeに公式チャンネルを開設し，プロモー
ション動画を公開した。

アニメ放送直後から主に個人ブログで舞台が特定され
はじめ，兵庫県西宮市を中心にアニメオタクによる聖地巡
礼が起き始める。アニメ中に何度も登場した珈琲屋ドリー
ムにも若者の来客が増え始めた。

2.	「らき☆すた」
「らき☆すた」については山村（2008）が詳しい。以下

に抜粋して引用する。
2007年4月から9月まで，チバテレビなどの独立UHF局

を中心とした16 局で放送された「らき☆すた」は，その舞
台のひとつである鷲宮町に多くのファンを誘引した。この
現象はアニメファンによる「聖地巡礼」現象として各種メ
ディアにも取上げられた。中でもアニメの舞台である鷲宮
神社はファンの間で「聖地巡礼」における最も重要な「聖
地」として位置付けられるようになっており，同神社の絵馬
掛け所には日本語だけでなく，韓国語・中国語・タイ語な
どのメッセージが作品関連のイラストとともに記載された絵

馬を数多く確認することができる。
「らき☆すた」とは美水かがみ作の4コマ漫画及びそれ

を原作としたゲーム並びにアニメ作品である。原作の4コ
マ漫画は角川書店の月刊ゲーム雑誌「コンプティーク」に
2004 年 1月号より連載された。内容は，主要登場人物 4
人の女子高生を中心に，その周囲の人 も々含めた普段の
生活を淡 と々描いたものである。放送後，様々な方面で好
評を博し，主役の4 人が唄ったオープニング曲の「もって
け！セーラーふく」はCDが発売されるや初登場でオリコン
2 位を記録，2008 年 3月8日に開催された第二回声優ア
ワード授賞式（声優アワード実行委員会主催，於秋葉原
UDXシアター）においては，泉こなた役の平野綾が主演
女優賞を，柊かがみ役の加藤英美里が新人女優賞を，主
役 4 人がオープニングソングで歌唱賞をそれぞれ受賞して
いる。また宝島社発行の「このアニメがすごい！2008」で
は本作品が第一位に選定された。オープニングの一部に
鷲宮神社の鳥居と大酉茶屋が主要登場人物である柊か
がみとともに描かれる。その場面はわずか数秒であるにも
関わらず，遊び心あふれるオープニングソング，その曲に合
わせて細かな動きで描かれるキャラクターのダンス，そして
緻密な背景描写等により，ファンに強い印象を与えた。そし
てこれらロケ地がどこであるかを探り当てたファンが徐々に
鷲宮神社に訪れるようになる。

3.	「けいおん！」
「けいおん！」は2008 年 12月にアニメ化が決定し，その

年末のコミックマーケットでプロモーションビデオが公開さ
れた。それを見た人がYouTubeに動画をアップし，その
中のキャラクターデザインや軽快な音楽が話題となった。
徐々に制作側から情報が出され，アニメ放送開始前には

「今期最強候補」と言われるまでになった。原作は2007
年 5月から芳文社「まんがタイムきらら」で連載された4コ
マ漫画である。2009 年 4月にアニメ放送が開始されると，
作画やキャラクターデザイン，オープニング・エンディング曲
のクオリティが高く大ヒットとなった。舞台となった滋賀県・
旧豊郷小学校も第 1 話放送終了後約 3 時間で特定され，
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アニメオタクが聖地巡礼に訪れ始めた。アニメ放送終了
後もCDアルバムがオリコン1 位を獲得するなど人気は継
続し，2 期を望む声がアニメ制作側に寄せられた。その
声に応え，翌年 4月から9月の2クールで2 期が放送され，
2011 年 12月には劇場版が公開となった。

豊郷町商工会では，まちの活性化になればと青年部を
中心に「けいおんでまちおこし実行委員会」を発足させ，
ファンや地元の人が交流する場として週末に「けいおん！
カフェ」を始めた。「けいおん！カフェ」には，多い日は100
人が来店しおしゃべりを楽しむ。月に1，2 度カフェを手伝う
ために三重県から2 時間半かけて通う若者もいる。彼は，

「ファンにとっては何度でも来たい場所。いろんな人と話
ができるのがうれしい」と言う。ある時彼は軽音楽部室の
モデルである旧校舎 3 階の会議室に主人公ゆかりのカス
タネットを置いてみた。すると，他のファンもアニメに登場す
るギターやティーセット，レプリカのケーキなどを次々に持ち
寄り，軽音楽部の部室を再現した。

4.	「ガールズ＆パンツァー」（以下「ガルパン」）
茨城県大洗町は2011 年 3月の東日本大震災で大きな

被害を受けた。復興へあの手この手を尽くしたが，元の水
準まで戻らない。そんな時，バンダイビジュアルから大洗を
舞台にしたアニメの企画が持ち込まれた。持ち込まれたの
は，「ガールズ＆パンツァー」というタイトル，茶道・華道と並
び「戦車道」が乙女のたしなみとしてある世界で，女子高
生が戦車に乗って試合をするアニメである。

アニメの舞台を設定する時，バンダイビジュアル・杉山潔
プロデューサーは実在の町を舞台にしようと計画した。そ
れは演出上の理由から来ている。杉山は「作品の設定が

“女子高生が戦車に乗って試合をする”という荒唐無稽
な世界のため，舞台まで架空の町ではリアリティーやキャラ
クターの存在感が地に足の付いたものにはなりにくい。登
場人物が女子高生たちである以上，やはり現実に居そう
な女の子たちとイメージが重ならなければならないため，ど
こかの町を舞台にして，その風景・習慣・食べ物といった
ものを取り入れることが必要」とその理由を話している。当

初は山陰地方のある街を舞台とする予定だったが，ロケハ
ンをする段階になってその距離が問題となり断念した。茨
城県に住み，子どもをよく大洗に連れて行っていた杉山は

「大洗はどうか」と監督の水島努に提案した。すぐに水
島は視察に向かい，「ここならいいよ」ということで大洗が
舞台に決まった。

決めたのはいいが，ロケの撮影許可をもらうためのツテ
がなかった。人づてで大洗まいわい市場の代表取締役・
常盤良彦氏を紹介され，彼が経営するとんかつ屋で話を
詰めることとなった。その場で常盤氏は杉山氏にこう伝え
た。「アニメのことはよくわからないけれど，なにか町で面白
いことができるなら，ちょっと考えましょうか」。杉山氏はミー
ティングを重ねる中で「この作品はオリジナルなのでヒット
するかどうか保証できません。だからあまり商売面で“本
気”にならないでください」と話した。これに対して常磐氏は

「面白いことさえできればいいので，我々は経済効果を求
める気は全くない。これについてはまずごく小さなプロジェ
クトチームを組みます。気心が知れていて，失敗したら『ご
めんね』って言える範囲からスタートします」と言った。こ
うして「コソコソ作戦本部」が誕生し，常盤氏と肴屋旅館
本店の７代目である大里明氏，当時大洗ホテルに勤めてい
た島根隆幸氏の3 名が中心となって大洗をガルパンで盛り
上げる作戦が開始されていく。

2012 年 10月にガルパンのアニメ放送がTOKYO MX，
テレビ大阪，テレビ愛知，BS11，AT-Xで開始され，第 4 話
で初めて大洗のまち並みが描かれた。まち中に戦車が走
り，大里が経営する老舗旅館肴屋本店にはカーブを曲が
り切れなかった戦車が突っ込む。この第 4 話が評判を呼
び，大洗のまち中をアニメオタクが歩き回り，そこかしこで写
真を撮るようになった。

ガルパンは従来のミリタリーオタクからも好評をもって迎え
られており，アニメオタクとミリタリーオタク，戦車オタクを巻き
込みながら展開され，2015 年 11月に劇場版が公開，2017
年 12月より最終章（全 6 話）が開始される。
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IV.	各ケースの分析
本論文では，Relationality Frameworkを基にアニメ

聖地に関連する人々の関係性を各段階に分けて分析して
いる。第 1 段階としてアニメ制作側とアニメオタクの関係，
第 2 段階としてアニメオタクと聖地との関係，第 3 段階とし
てそれらが発展した新たな関係である。4の「ガールズ＆
パンツァー」だけはアニメ放送前にアニメ制作側と聖地側
が連携していたため，段階が一つ増えている。また，各段
階で生まれた「We」は次の段階の基盤となり，そこでまた

「Other」と価値が共創されるため，「We」が年輪式に
二重三重と重なっていくように記している。

1.	「涼宮ハルヒ」と西宮市のケース分析（図 2）

まず，第 1 段階として「涼宮ハルヒ」制作側とアニメオタ
クの関係性構築がある。アニメ制作側は放送順をシャッフ
ルして，ストーリー通りではなく敢えて各話をランダムにして
放送した。当初視聴者は混乱したが，それが話題を呼び，
内容の解釈や今後の展開がインターネット掲示板「2ちゃ
んねる」を中心に議論されていく。また，動画投稿サイト黎
明期であったことから，アニメ本編やパロディ等の動画が

大量に投稿され，「涼宮ハルヒ」は世界中に広まった。版
権元の角川グループも悩んだが，悪意のないものは黙認し，
逆にYouTubeに公式チャンネルを開設し，プロモーション
動画を公開した。（We ①）

第 2 段階として，アニメの舞台となった兵庫県西宮市を
訪れるハルヒファンと聖地の一つ，珈琲屋ドリームとの価値
共創が上げられる。珈琲屋ドリームは「涼宮ハルヒ」シリー
ズ1 期 2 期で数多く登場したことからハルヒファンが多く
訪れる場所となった。ファンたちは自作の絵やキャラクター
グッズ等をお店に寄贈し，また，店内で他ハルヒファンと交
流する。店主はその輪の中に入らず，ただカウンターの中
で静かに見守っている。その後，ハルヒファンとお店の間
で七夕祭りや貸し切りパーティーが企画され，実施されて
いる。アニメ放送から10 年以上が経過しているが，訪れる
ファンは多い。（We ②）

第 2 段階の拡大バージョンとしては，珈琲屋ドリームを何
度も訪れているハルヒファンと西宮市民との価値共創が上
げられる。2009 年に阪急西宮北口駅北側の地下駐輪場
建設に伴い，「涼宮ハルヒ」シリーズに何度も登場する時
計塔が撤去された。その様子をハルヒファンは画像や映
像に収め，あるファンが撤去された時計塔の行方を突き止
めた。西宮市内のリサイクル業者の屋上に置かれていた
時計塔の様子がネット上に広まり，その場所にもハルヒファ
ンが訪れ“聖地”となった。業者も解体しようにもできない
状態で，市の方にも再設置の声が寄せられた。その後時
計塔の再設置が決定し，2014 年 4月に西宮市による除幕
式が開かれた。そこにはハルヒファンだけではなく，一般
市民も多く集い，駅前のシンボル復活に歓声が上がった。

（We ③）
そのようにハルヒファンが一般市民に認知された状態で

第 3 段階として，新たなハルヒファン，戻ってきたハルヒファ
ンとの間で価値共創が生まれる。アニメ放送が 2006 年
であり，リアルタイムで見ていないハルヒファンも多い。また，
他のアニメに移っていたハルヒファンが原点回帰で戻って
きている。それら新旧のファンがイベントを主催しようとした
り，ツイッターで情報を発信しようとしている。2017 年 4月に
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は高校の英語の教科書に「涼宮ハルヒ」が掲載された。
桐原書店から出されている「WORLD TREK English 
Communication Ⅰ NEW EDITION」という教科書で，
地元の西宮今津高や西宮甲山高をはじめ，全国の高校で
採用されている。

ライトノベルや深夜アニメの枠を越えて，そして聖地を巻
き込みながら，「涼宮ハルヒ」は現在でも新たな価値を生
み出し続けている。（We ④）

2.	「らき☆すた」と鷲宮地区のケース分析（図 3）

第 1 段階として，「らき☆すた」は女子高生 4 人の日常を
描き，その4人の中にアニメオタクがいたことから日常系＋オ
タク要素という独特な世界観で人気となった。2017 年現
在でも2 期を要望する声が多くある。アニメ放送終了後，
武道館でライブイベントが行われるなどファンと制作側の関
係性は強かったが，2 期や映画化がないため，その価値共
創は時間面で限定されている。（We ①）

第 2 段階として，アニメの舞台となった鷲宮地区を訪れ
る「らき☆すた」ファンと聖地の一つ，鷲宮神社との価値
共創が上げられる。アニメ放送中からオープニング曲中で

登場した鷲宮神社を訪れるファンが急増した。神社に痛
絵馬を飾り，街中でアニメと同じ角度で写真を撮る。治安
悪化を心配する声もあったが，ファンらの礼儀正しさが地
域の住民を安心させ，受け入れられるようになった。版権
元の角川書店と地元商工会が連携し，2007年12月に「ら
き☆すた」に出演した声優が参加するイベントが開催され
た。これが成功し，メディアで多く取り上げられた。取り上
げられる時には「らき☆すた」＋「関東最古の神社」とし
て紹介されたため，翌年の初詣に「らき☆すた」ファンを
含め多くの人が大挙して押し寄せた。前年までは9 万人
だった参拝客が，2008 年には30 万人に増加し，これ以降
も増え続け，近年は47 万人で推移している。（We ②）

次に第 2 段階の拡大バージョンについて述べる。鷲宮
地区では毎年 9月に土師祭というお祭りがあり，各地域か
ら神輿が上がる。そこに「らき☆すた」ファンが担ぐ「ら
き☆すた神輿」が2008 年のお祭りから参加することになっ
た。「らき☆すた」ファンはお祭り前の地域の会合から参加
し，後片付けまできっちりと行う。年々その姿勢がまちの人
に評価され，今度はまちの人が「らき☆すた神輿」を担ぎ，

「らき☆すた」ファンと地域の人との間で交流が生まれた。
（We ③）

最後に第 3 段階として，鷲宮地区の人 と々の価値共創
を述べる。上記にあるように「らき☆すた神輿」やお祭り
に参加する「らき☆すた」ファンが鷲宮の人々に認知され，
受け入れられるようになった。現在では彼らがいなければ
お祭りは成り立たず。鷲宮になくてはならない存在となって

いる。（We ④）
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3.	「けいおん！」と豊郷町のケース分析（図 4）

第 1 段階として，「けいおん！」は1 期終了後，ファンの2
期希望の声から翌年 2クール（6ヶ月）放送され，ファンの
中で「けいおん！の神格化」が起きた（湯川・佐藤 2017）。

（We ①）
第 2 段階としては，「けいおん！」ファンとアニメの舞台と

言われている滋賀県・旧豊郷小学校との価値共創が上
げられる。そこにはアニメ中に登場した校舎，教室があり，
ファンからの寄贈で舞台となった音楽室が再現されている。
「けいおんでまちおこし実行委員会」では訪れるファンを
もてなしたいと考え，週末だけ「けいおん！カフェ」を営業し
ている。図書館を改装したカフェ内にはギター等ファンから
の寄贈品，痛絵馬が飾られている。「けいおん！」で交流す
る場ができ，滋賀県外，外国からの訪問者もいる。その礼
儀正しさから地域の人に受け入れられ，地域に溶け込ん
でいる。（We ②）

第 2 段階の拡大バージョンとしては，リピートして豊郷町
を訪れる「けいおん！」ファンの中で変化が起きた。四季で
それぞれ違う顔を見せる豊郷の魅力に惹かれ，一年に何
度も足を運ぶようになったファンもいる。（We ③）

また，第 3 段階として，ファンからの一言で始まった「とよ
さと軽音楽甲子園」がある。アニメファンでまちがにぎわう
中，商工会青年部部長（当時）の宮川博史氏はアニメファ
ンから「けいおん！アニメブームで高校生の軽音楽バンド
が増えている。何かイベントをやったら面白いのでは…？」
と言われた。宮川さんは早速商工会に相談し，商工会と
青年部が連携して「とよさと軽音楽甲子園」を開催するこ
ととなった。2011 年 11月に第 1回を開催，応募者数を年々
増やし2017 年 11月に第 7 回が開催される。アニメオタク
の聖地として近年賑わっていた旧豊郷小学校は「けいお
ん！」をきっかけとして軽音楽の聖地へ変容しようとしている。

（We ④）

4.	ガルパンと大洗町のケース分析（図 5）

第 1 段階として，ガルパン制作側と大洗町はアニメ放送
前から連携を行なっていた。制作側が舞台とすることを伝
え，大洗町側も震災で落ち込んだ状況を打破したいという
考えから少人数のグループ「コソコソ作戦本部」を立ち
上げ，そことの連携からアニメにリアリティが吹き込まれるこ
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ととなる。（We ①）
次に第 2 段階として，制作側とアニメオタクとの関係性を

述べる。作品のクオリティが視聴者に評価され，前評判で
は下から数えた方が早かったガルパンの人気は回を追うご
とに上がっていく。2 度スケジュール通りには行かず穴を開
けることがあったが，ファンからは「いいものが見られるな
ら待とう」という声が多く，3ヶ月待たされた第 11 話と最終
話は期待値の上がったファンの想像以上のクオリティに仕
上がった。（We ②）

第 3 段階として，まち側もコソコソ作戦本部が中心となっ
てガルパンを浸透させ，受け入れ態勢を整えた。その聖
地巡礼に訪れたガルパンファンと大洗の人 と々の間で様々
な価値が創造された。大洗の代表的なお祭り「あんこう
祭り」はガルパンが始まる前まで3 万人〜 4 万人の来場
者で推移していた。それが，ガルパン開始後は，6万5千人

（2012 年 ），10 万 人（2013 年 ），10 万 人（2014 年 ），11
万人（2015 年），13 万人（2016 年）と年々来場者は増
加している。大きなきっかけとなったのが50 以上のキャラク
ター等身大パネルを各店舗に一つずつ並べるという試み
である。まち側ではコソコソ作戦本部の常盤良彦氏が「パ
ネルの写真を撮っているファンがいたら，お店の方から声
をかけてあげてください。ファンの方に大洗のことを教えて
あげて，代わりに，ファンの方からガルパンのことを教えても
らってください」と呼びかけた。その結果，まちを訪れたファ
ンは居心地の良さを感じ，大洗町を何度も訪れるようになっ
た。中にはお土産を持って訪れるファンもいた。あるファンは

「大洗は私たちにとってのディズニーランドです。自分の好
きな作品に登場する風景が実在していて，そこに来ると自
分の好きなアニメの世界に入り込める。ディズニーランドの
ように何度も来たくなる場所です」と言っている。キャラク
ターパネルを設置した店側の売り上げも上がり，店主の中
には「張り合いになっている」という声もある。（We ③）

次に第 3 段階の拡大バージョンとして，この効果が大洗
駅やバス，ホテルにも波及し，ラッピング電車やラッピングバ
スがまち中を走り，まち全体にガルパンが浸透していくことと
なる。（We ④）

最後の第 4 段階として，ガルパンが浸透した大洗町とリ
ピーターとして大洗町を訪れたファンの間で新たな価値が
創造された。ガルパンをきっかけにして大洗に移住した人
が50 人以上いるということだ。中には仕事を辞めて移って
きた人もいる。大洗町自体のファンになった移住者によっ
て，まちの魅力が大洗の住民に伝えられ，まちの魅力が再
認識させられる。そして，新たなまちの魅力が両者によって
構築されていく。（We ⑤）

V.	 本研究の理論的貢献 
（各ケース分析から明らかになったこと）

（図 6）アニメ聖地における価値共創メカニズム

本研究では，以上 4つのケースからアニメ聖地におけ
る価値共創のメカニズムを明らかにすることができた。ま
ず，アニメ作品自体が魅力あるものかどうかが条件になっ
てくる。これがなければ全てが成り立たない。アニメ作品
の魅力によりアニメオタクの支持が発生し，「聖地探検オタ
ク」（湯川・佐藤 2017）による聖地巡礼行動が起きる。こ
れは聖地を訪れ探検し，写真や動画を撮り，それをSNSに
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アップするという一方通行の行動である。それに刺激を受
けた「聖地巡礼オタク」（湯川・佐藤 2017）は聖地の人々
と交流する。湯川・佐藤（2017）では，聖地巡礼におけ
る重要なポジションとして「聖地巡礼オタク」の存在を上
げている。「聖地巡礼オタク」はアニメ聖地の聖地化を実
現したいと考えているオタクであり，地元の人々や他のオタ
クとの交流を重視し，その聖地の聖地化のためのハード・
ソフト両面の活動を使命とする。そこでアニメオタクと地域
の人 と々の間で聖地としての価値が創造される。具体的
には，「関連イベントを計画し実施する」（涼宮ハルヒ），「地
域のイベント（祭り）にアニメ関連で参加する」（らき☆すた），

「手持ち品を持ち寄ってアニメ中の舞台を再現する」（け
いおん！），「地域の人とコミュニケーションすることでお互い
にモチベーションを与える」（ガルパン）である。

さらには，そこに地域側のブーム追随者やアニメをリア
ルタイムでは見ていないオタク，一時遠のいていたが再度
戻ってきたオタクも加わり，まち全体とオタクとの間で新たな
価値が創造される。具体的には「アニメが地域に溶け込
む」，「アニメオタクが地域にとってなくてはならないものに
なる」，また，旧豊郷小学校のような「聖地の核を変容さ
せる」である。この過程内で地域側の人々はオタクによっ
て自分たちのまちの魅力を再認識させられる。そして両
者はフィードバックとして，新たに創られたそのまち自体の
魅力に気づく。外部者であるアニメオタク側ではリピーター
となったり，大洗町の事例のようにそのまちに移住したりす
る。内部のまちの住民は自分たちのまちに対する誇りをより
一層持つようになる。この二重の価値創造がまちの魅力を
顕在化させている。これは先行研究では明らかにされて
いない点である。

VI.	今後の研究の方向性
本研究で取り上げた4ケースで理論的飽和になったと

は言えない。より多くのケースを作成し，それを基に分析す
る必要がある。また，本研究では，地域側にできた組織（オ
タクたちによるボランティア組織，住民によるまちおこし実行

委員会等）がどのように動いているのか，その中のリーダー
はどのような実践力を発揮しているのか，という点の分析
がなされていない。リーダーシップを含めた組織論からの
アプローチも必要である。
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